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(57)【要約】
　低雑音のデジタル放射線撮影画像取り込みシステムは
、画像取り込みパネル上にピクセルサイトの二次元配列
を採用し、各サイトがアナログ／デジタル変換器を持つ
ことで、画像形成放射によって生成されたアナログ電荷
値を、直接そのサイトで、対応するデジタルデータにデ
ジタル化した後で、次のデジタルデータ処理エレクトロ
ニクスへの読み取りを行うことによって、アナログ情報
の高周波読み取りに関連する雑音とクロストークの問題
を回避する。ピクセルサイトへの集積回路の挿入に伴う
占有率の問題は、ピクセルサイトを支持する側と反対側
の基板にＡ／Ｄ変換器を配設することで最小限に抑えら
れる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　離散Ｘ線ピクセルサイトの二次元配列であって、各ピクセルサイトが、（ａ）当該ピク
セルサイト上のＸ線フルエンスに比例した電荷を蓄積する電荷蓄積要素と、（ｂ）蓄積電
荷／時間変換回路を有するアナログ／デジタル変換器を含む回路手段と、を含むことで、
前記蓄積要素上のＸ線フルエンスに比例した電荷を、対応するデジタルデータ値に変換す
る、離散Ｘ線検出ピクセルサイトの二次元配列と、
　ピクセルサイトの配列上のＸ線フルエンスの二次元画像を表す順序付きデータマトリク
スに前記デジタルデータを配列して、前記各ピクセルサイトからデータ記憶媒体に前記デ
ジタルデータを送信する読み出しエレクトロニクスと、
　を含む、デジタル放射線撮影に用いる、低雑音の電子データ取り込みと読み出しを行う
システム。
【請求項２】
　前記蓄積要素はコンデンサであり、
　前記蓄積電荷／時間変換回路は、コンデンサ放電回路と、比較回路とを含み、
　前記コンデンサ放電回路は、制御固体スイッチと、定電流源とを含み、
　前記制御固体スイッチは、開状態において、前記システムから前記蓄積コンデンサを分
離するように機能し、
　前記定電流源は、前記制御固体スイッチが閉じられた際に、制御速度で前記蓄積コンデ
ンサを放電させるように機能し、
　前記比較回路は、前記コンデンサの放電終了時刻を表す信号を出力する、
　請求項１に記載のシステム。
【請求項３】
　前記アナログ／デジタル回路は、Ｎビットカウンタを含み、
　前記比較回路は、前記放電回路と基準電圧源に連結された入力部を備えると共に、前記
Ｎビットカウンタに連結された出力部を備え、前記カウンタにイネーブル信号を伝達して
、前記蓄積要素が前記基準レベルまで放電されている間、前記カウンタに計数を実行させ
、前記放電終了時刻に前記カウンタにディスエーブル信号を伝達して、前記蓄積要素の蓄
積レベルが前記基準レベルに達した時点で、前記カウンタの計数を禁止する、
　請求項２に記載のシステム。
【請求項４】
　前記Ｎビットデジタルカウンタは、アップダウンカウンタであると共に、アップダウン
制御信号入力部を有する、請求項３に記載のシステム。
【請求項５】
　（ａ）基板と、
　（ｂ）各ピクセルサイトが、第１階層と、前記基板の反対側に形成される第２階層と、
を含む、離散Ｘ線検出ピクセルサイトの二次元配列と、を含み、
　前記第１階層は、（ｉ）Ｘ線感応取り込み媒体と、（ｉｉ）前記ピクセルサイトのＸ線
フルエンスに比例した電荷を取り込み媒体に蓄積する電荷蓄積要素と、（ｉｉｉ）蓄積電
荷／時間変換回路を有する集積回路手段と、を含み、
　前記第２階層は、前記基板を介して、アナログ／デジタル変換器と、前記変換器と前記
電荷／時間変換回路とを基板を介して接続する信号結合手段と、を含むと共に、前記蓄積
要素上のＸ線フルエンスに比例した電荷を、対応するデジタルデータ値に変換し、
　更に、
　（ｃ）前記ピクセルサイトの配列上のＸ線フルエンスの二次元画像を表す順序付きデー
タマトリクスに前記デジタルデータを配列して、前記各ピクセルサイトからデータ記憶媒
体に前記デジタルデータを送信する読み出しエレクトロニクスを含む、デジタル放射線撮
影に用いる、低雑音の電子データ取り込みと読み出しを行うシステム。
【請求項６】
　前記結合手段は、前記電荷／時間変換回路と、前記アナログ／デジタル変換回路の間の
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容量結合を含む、請求項５に記載のシステム。
【請求項７】
　前記結合手段は、前記電荷／時間変換回路に連結された、前記第１階層内の第１コイル
と、前記アナログ／デジタル変換器に連結された、前記第２階層内の第２コイルと、を含
み、前記第１コイルおよび前記第２コイルは前記基板を介して誘導的に結合される、請求
項５に記載のシステム。
【請求項８】
　前記結合手段は、前記コイルにそれぞれ連結され、前記コイル間の同調結合周波数を、
隣接するピクセルサイトの同調結合周波数とは異なる同調結合周波数に設定する同調コン
デンサを含む、請求項７に記載のシステム。
【請求項９】
　前記結合手段は、前記電荷／時間変換回路に結合された、前記第１階層内の無線周波回
路および送信アンテナと、前記アナログ／デジタル変換器に連結された、前記第２階層内
の第２無線周波数回路および受信アンテナと、を含み、前記電荷／時間変換回路は、前記
アンテナ間の無線周波送受信によって基板を介して結合される、請求項５に記載のシステ
ム。
【請求項１０】
　前記カウンタは、可変周波数クロック制御部を有し、
　前記可変周波数クロック制御部は、人間の視覚系による知覚に対応した表示またはハー
ドコピー出力を行うために、前記カウンタの周波数を変化させて、出力データに所定の変
換を適用する、請求項３に記載のシステム。
【請求項１１】
　それぞれが電子蓄積要素と、蓄積電荷／時間変換回路と、アナログ／デジタル変換器と
を含む複数のピクセルサイトが設けられた、低雑音のデジタル放射線撮影システム用の画
像形成パネルを駆動して、前記パネル上のピクセルサイト内の暗電流値を補正する方法で
あって、
　患者へのＸ線の照射に先立つ暗電流キャリブレーション期間において、
　（ａ）暗電流が生成する電荷を前記蓄積要素に蓄積するステップと、
　（ｂ）前記暗電流の電荷を第１の時間値に変換するステップと、
　（ｃ）前記ピクセルサイトにおいて、前記第１の時間値を暗電流デジタル値に変換する
ステップと、
　（ｄ）前記暗電流デジタル値を蓄積するステップと、を含み、
　患者へのＸ線照射後の期間において、
　（ｅ）前記ピクセルサイトにおける、暗電流電荷と、衝突するＸ線によって生成される
電荷との組み合わせを表す、蓄積要素の累積電荷を生成するステップと、
　（ｆ）前記累積電荷を第２の時間値に変換するステップと、
　（ｇ）前記ピクセルサイトにおいて、前記第２の時間値を累積デジタル値に変換するス
テップと、
　（ｈ）蓄積された前記暗電流デジタル値と、前記累積デジタル値とを組み合わせて、患
者へのＸ線照射から生成された衝突するＸ線を表す残余デジタル値を生成するステップと
、
　を含む方法。
【請求項１２】
　前記アナログ／デジタル変換器は、アップダウンカウンタを含み、
　ステップ（ｃ）において、前記第１の時間値は、加算方向と減算方向のいずれか一方の
カウンタ動作によって変換され、
　ステップ（ｄ）において、前記デジタル値は、１つの極性を持つデジタル値として前記
カウンタ内に保存され、
　ステップ（ｇ）において、前記第２の時間値は、ステップ（ｄ）で保存された、極性を
持つデジタル値から開始される加算方向と減算方向の他方のカウンタ動作によって変換さ
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れることで、
　ステップ（ｇ）の最後において、前記カウンタの前記累積デジタル値が、ステップ（ｈ
）の残余値と等しくなるようにする、請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　ステップ（ｈ）におけるデジタル値の組み合わせは、前記ピクセルサイト外部のデジタ
ルデータ処理回路において実行される、請求項１１に記載の方法。
【請求項１４】
　人間の視覚系による知覚に対応した表示またはハードコピー出力を行うために、カウン
タ周波数を変化させて、デジタル出力データに所定の変換を導入する、請求項１２に記載
の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、概して、デジタル画像放射線撮影の分野に関し、特に、画像データの取り込
みのための低雑音エレクトロニクスを用いたＸ線撮影画像形成スクリーンに関する。
【背景技術】
【０００２】
　デジタル放射線撮影は、放射線照射を捕えて被写体の体内特徴の画像を生成および保存
する写真フィルム層に依拠した、写真ベースの画像形成技術に代わる技術として急速に受
け入れられている。デジタル放射線撮影では、放射線感応層に取り込まれた放射線画像露
光はピクセルごとに電子画像データに変換される。この電子画像データは、後の読み出し
と、適切な電子画像表示装置への表示に対応するためにメモリバンクに保存される。デジ
タル放射線撮影を成功に導いた原動力の一つは、放射線専門医による分析と診断のために
、１つ以上の遠隔地にデータネットワークを介して迅速に保存データを通信できる能力で
あり、この能力により、郵便または宅配業者を通じて物理的フィルムを配送することに起
因する遅延を被ることなく、遠隔地にいる放射線専門医と連絡をとれるようになる。
【０００３】
　デジタル放射線撮影技術における最も重要な点は、高解像度の電子画像データを作成す
る必要性であり、その解像度は、少なくとも写真ベースの対応物よりも高い解像度である
ことが好ましい。処理すべき画像データの量と、所定の時間枠内で必要なデータ処理を完
了するために画像データ量に応じて必要となる信号処理回路の周波数帯域幅とは、各ピク
セルのサイズと、ピクセル配列のサイズと、検出すべきピクセル照射量の最大範囲と、各
ピクセルの検出可能な照射密度勾配等の要因に基づく幅広い問題である。
【０００４】
　図１～図３に、従来のデジタル放射線撮影システム１０を示す。このデジタル放射線撮
影システム１０は、デジタル放射線撮影パネル１２を含み、デジタル放射線撮影パネル１
２は、衝突する放射線、例えば、Ｘ線に反応して電子を生成する放射線検知層１４が形成
された基板を有する。Ｘ線という用語は、本明細書および添付の請求項全体を通して便宜
上用いるものである。ただし、本発明は、他の形式の放射線を採用するデジタル放射線写
真撮影にも有用であることは理解されるであろう。したがって、ここに記載するＸ線の用
語は、前述したような他の形式の放射線を包含するものと解釈されたい。放射線によって
生成された電子はコンデンサ１６によって取り込まれる。コンデンサ１６は、基板１５の
上で縦横に配列されており、その配列によって個別のピクセルサイト１７が規定される。
被写体の露光後、コンデンサは、導体１９と固体スイッチ２０を介して、切り替え制御回
路１８によって一度に一列ずつアドレス指定されて、読み出しライン２２から外部電子回
路２４に各電荷値を伝送する。外部電子回路２４は、前置増幅器とアナログ－デジタル（
Ａ／Ｄ）変換器を含み、前述の電荷値を電圧値に変換し、次いでデジタル数値データ、通
常はピクセル当たり１４ビットのデジタル数値データに変換する。デジタル化された後、
前記データは、適切なデジタル画像処理回路２５に転送され、更に画像表示装置２６に印
加されて表示される。このデータは、データ記憶装置２８に保存されても、あるいはリモ
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ートサイトで表示するためにそのリモートサイトと通信するネットワーク２９へ送信され
てもよく、また、この保存と送信はその両方が行われてもよい。
【０００５】
　数百万に及ぶピクセル電荷値の読み取りは、高帯域幅のアナログエレクトロニクスを利
用することを必然的に伴い、この読み取りによって個別のピクセル値は、隣接するピクセ
ルからのクロストークの作用を受けることにもなる。既に説明したように、高帯域幅のア
ナログエレクトロニクスは、アナログ信号内の雑音を増大させる。また、クロストークは
各ピクセル値を汚染する働きをする。
【０００６】
　したがって、アナログ信号の読み取りを利用する既存のパネルシステムに関連する問題
を回避するようなデジタル放射線撮影パネルシステムが求められている。本発明はこの要
望に応えるものである。
【発明の開示】
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　したがって、本発明によれば、デジタル放射線撮影に対応した、低雑音の電子データ取
り込みと読み出しを行う斬新なシステムが提供される。本システムは、離散的なＸ線検出
ピクセルサイトの二次元配列を含み、この二次元配列において、各ピクセルサイトは、当
該ピクセルサイト上のＸ線フルエンスに比例した電荷値を蓄積する電荷蓄積要素を有する
。ピクセルサイトは、更に、電荷／時間変換回路と、アナログ／デジタル変換回路とを有
する集積回路手段を含む。電荷／時間変換回路は、蓄積された電荷値を変換して、その蓄
積された電荷値を表す時間値として形成し、アナログ／デジタル変換回路は、ピクサイト
において、対応するデジタルデータに前記時間値を変換する。このデジタルデータは、前
述の蓄積された電荷値を表す。本システムは、更に、各ピクセルサイトからデータ記憶媒
体にデジタルデータを送信する読み出しエレクトロニクスを含み、この読み出しエレクト
ロニクスにおいて、前記デジタルデータは、ピクセルサイトの配列上で取り込まれたＸ線
フルエンスの二次元画像を表す順序付きデータマトリクスで送信される。
【０００８】
　本発明の実施形態の変形例において、本システムは、患者の照射画像の取り込みに先立
ち、キャリブレーションモードで駆動される。このモードにおいて、ピクセル配列内の固
有暗電流の存在は、キャリブレーションモードの実行中に、電荷－時間－デジタル処理を
用いて各ピクセルサイト内の暗電流を測定することで補正される。その結果得られる暗電
流関連のデータは、次に、患者の画像の露光データを後で調整するために、メモリ内の記
憶装置に読み込まれてもよい。代替の実施形態では、アナログ／デジタル変換器にアップ
ダウンカウンタを設ける。ダウンカウントモードでの前記カウンタの動作によって、暗電
流に誘導された電荷値を負のデータ値に変換でき、この負のデータ値は各カウンタ内で保
持される。患者の画像がパネル上に露光される際に、前記カウンタはアップカウントモー
ドで動作するため、暗電流カウントは、結果的に得られる正味の画像カウント値から自動
的に補正される。同様に、フィールド平坦化キャリブレーションは、フィールド平坦化キ
ャリブレーション実行時にデータ値への変換を行うような既知の電荷値までピクセルコン
デンサを事前充電することによって、あるいは、フィールド平坦化データを生成する一連
の均一なＸ線照射フィールドによって実現されてよい。次に、このデータは、本発明の斬
新なパネルシステムから生成された患者の画像データの補正に利用するため、読み出され
て保存されてよい。
【０００９】
　本発明の重要な利点は、ピクセル配列からデジタルデータのみを読み出すことである。
個別のピクセル値は数百ミリ秒という時間長さでデジタル化できるため、従来のデジタル
放射線撮影パネルシステムにおけるアナログ値の直接読み出しに伴う雑音およびクロスト
ーク汚染の問題が回避される。
【発明を実施するための最良の形態】
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【００１０】
　ここで、図４と図５を参照した説明に移る。ピクセルサイト３０は、光導電体３２と集
積回路３４とを含み、本発明に係るデジタル放射線撮影パネルで用いられる離散ピクセル
サイトの二次元配列の１つを表している。このピクセルサイトは、電荷蓄積要素、例えば
コンデンサ３６と、Ａ／Ｄ変換回路３８とを含み、Ａ／Ｄ変換回路３８は、コンデンサ放
電回路４０と、比較回路４６と、Ｎビットカウンタ４８とを含む。図示した特定のピクセ
ルサイトは、直接放射線撮影システムで利用されることが知られており、本実施形態では
便宜上この直接放射線撮影システムを用いて説明する。間接放射線撮影システム、または
ピクセル上の電荷によってＸ線フルエンスを表現する任意の放射線撮影システムであって
も本発明を実施できることは、当業者であれば理解されるであろう。前述の放電回路は、
制御電界効果トランジスタ（ＦＥＴ）スイッチ４２と定電流源４４とを含む。比較回路４
６は、基準電源、例えばグラウンドに連結された第１入力端子５０と、コンデンサ放電回
路４０に連結された第２入力端子５２とを有する。比較回路４６の出力は、入力端子５２
のレベルが入力端子５０のレベルを超える場合にＨｉｇｈにアサートされ、端子５２のレ
ベルが端子５０のレベルと同一であるかまたは低い場合に、Ｌｏｗにアサートされる。比
較回路４６の出力は、カウンタ４８の計数制御入力部に印加されるイネーブル／ディスエ
ーブル信号として機能する。カウンタ４８への入力は、比較回路４６からの入力と、電源
Ｖ＋と、クロック信号と、アップ／ダウン制御信号と、シフト制御信号と、を含む。比較
回路４６を備えるコンデンサ放電回路４０の構成は、コンデンサの電荷電圧を時間値に変
換する機能を持つ周知のウィルキンソン回路を形成することは、当業者であれば理解され
るであろう。
【００１１】
　デジタル放射線撮影システムでは既に知られているが、デジタル画像処理装置２５（図
１）に、線形出力データを非線形データに変換する変換処理を採用して、人間の視覚系に
対応した表示およびハードコピー出力を行う。本発明において、このような変換処理は、
カウンタの周波数を適宜変化させる可変周波数クロック制御を用いたＡ／Ｄ変換において
、直接的に、好適に実施されてよい。
【００１２】
　図６は、放射線撮影パネル１２’を示す線図である。この放射線撮影パネル１２’にお
いて、カウンタ４８は、一例として、４０００×４０００配列のピクセルサイトを採用し
て構成される。本発明は他の配列においても効果的に利用でき、また、特定の配列構成は
設計上の選択の問題であることは理解されるであろう。前述のカウンタは、デジタルデー
タカウンタとして機能すると共に、垂直列に整列されたシフトレジスタとして機能して、
各ピクセルサイトで生成されたデータを列毎に順次読み取る。読み取られたデータは、特
定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）６０に送られる。このＡＳＩＣは、読み出し効率を考慮
して、各ＡＳＩＣがそれぞれ２５６列を処理する合計１６個のＡＳＩＣで構成される。機
能において、ＡＳＩＣは、カウンタからのデータを順序付きデータマトリクスに配列する
ように設計されたもので、この順序付きデータマトリクスは、パネル１２’におけるピク
セルサイト配列上のＸ線フルエンスの二次元画像に対応する。ＡＳＩＣからのデータは、
次に、画像表示、ネットワーク通信、および長期保管というような後の利用に対応するた
め、周知の方法でＲＡＭユニット６２に送られて保存される。
【００１３】
　動作について、図５と、図６ａ～６ｄを同時に参照しながら説明する。パネル１２’に
Ｘ線が照射されると、光導電体３２上のＸ線フルエンスによって、ピクセルサイト上のＸ
線フルエンスの量に比例した電子が生成され、コンデンサ３６に電子電荷値として保存さ
れる。時刻ｔ0において電荷値の読出しが開始されると（図６ａ）、印加された切り替え
制御信号がＨｉｇｈにアサートされて（図６ｂ）、ＦＥＴスイッチ４２を電子的に閉じる
と共に、定電流源４４が制御速度でコンデンサ３６を放電させる。下記の説明において、
基準端子５０はグラウンド電位にあるものとする。コンデンサ３６の電圧が端子５０の基
準レベルよりも上であれば、比較回路４６の出力レベルはＨｉｇｈのままである（図６ｃ
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）。このＨｉｇｈ状態は、カウンタ４８を有効化して、カウンタへのクロックパルスの供
給時に計数を実行させる。時刻ｔ1において、コンデンサ３６の電圧が完全に放電されて
端子５０の基準レベルになると、比較回路４６の出力はＬｏｗになり、カウンタ４８の計
数を無効化または停止させる。これにより、コンデンサの電荷値Ｖsは、時間値ｔ1－ｔ0

に変換され、更に、カウンタ４８によってデジタルカウント値Ｃsに変換される。
【００１４】
　固有暗電流値に対する放射線撮影システムのキャリブレーションは、配列内のピクセル
毎に異なるものであるが、図７ａ～７ｄを参照しながら後述するように、本システムの動
作において容易に達成される。ここで、カウンタはゼロカウントに初期化され、コンデン
サも同様にゼロの電荷値に初期化されるものとする。初期化を行ってＸ線源をオフに切り
替えた後、コンデンサ３６において、蓄積された正電荷ＶD（図７ａ）が暗電流によって
増大する。キャリブレーションの開始時である時刻ｔ0においてＦＥＴスイッチ４２が閉
じられると、コンデンサの正電荷により、比較回路４６がカウンタ４８へのイネーブル信
号をアサートする（図７ｃ）。また、アップ／ダウン信号もＬｏｗに設定される（図７ｄ
）ため、クロックパルスがカウンタに印加されると同時に、カウンタがカウントダウンす
る。時刻ｔDに、コンデンサが端子５０の基準レベルまで放電されると、比較回路４６の
出力がＬｏｗになり、カウンタ４８は、ピクセル内の暗電流に起因する電荷値を表す－Ｃ

Dのカウント値で停止する（図７ｅ）。このカウント値は、患者にＸ線が照射されるまで
カウンタ４８に保存されたまま残る。時刻ｔ1において、コンデンサの電荷値は、キャリ
ブレーションと患者の照射線量の読み出しの間で繰り返し発生する暗電流の値の合計値に
、患者のＸ線暴露によって生じるＸ線フルエンスに由来する電荷値Ｖsを加えた値になる
。ただし、カウンタは、－ＣDのキャリブレーション値から始まるため、コンデンサ３６
が完全に放電されてカウンタ４８が停止する時刻ｔ2に残っている正味カウントは、患者
への照射によって生じるＸ線フルエンスを表す所望のカウント値ＣSである。このように
、単純な技法で暗電流キャリブレーションが可能になる。前述のシステムで、正のカウン
ト値のみを計数するカウンタを用いる他のキャリブレーションを適用してもよい。この技
法では、患者にＸ線を照射する前に、正の暗電流キャリブレーション値を読み出してメモ
リに保存し、後に、この保存されたキャリブレーション値を利用して、患者の読み取りカ
ウント値をデジタルデータ後処理で補正する。もちろん、前述した負のカウント値も、同
様に読み出して、デジタル後処理のために保存することができる。後から説明した２つの
技法では、いずれも、Ｘ線源をオンにして患者への照射を行う前に、カウンタをゼロにリ
セットする。前述したようにカウンタの周波数を変えることでデータ変換処理を適用する
場合、この周波数変更は、通常、キャリブレーション段階に続く出力データの生成中にの
み行われることは理解されるであろう。
【００１５】
　電流源の変動のような構成要素の変動に起因するピクセルごとのばらつきは、外部の電
源から各ピクセルコンデンサ３６を周知の電荷に帯電させ、その後で、前述した処理のう
ちの１つに従って生成される電荷値を読み取ることで補正できる。このカウント値は、ピ
クセル単位でメモリ内に保存されて、システム内の構成要素の変動を補正する際に利用さ
れる。これに変わる方法では、本システムはＸ線源を利用して露光できるため、複数の異
なる平坦フィールドがデジタル化される。そこで、このデジタル値を利用して、前述のば
らつきをデジタルで補正する。
【００１６】
　再び図４を参照して、集積回路３４が、ピクセルサイト３０の一部の領域を占有してい
ることを確認されたい。もちろん、集積回路領域によって形成される占有率を最小限に抑
えることが望ましい。図９と図１０に示す本発明の代替実施形態において、占有率を抑制
するという目的は、階層化ピクセルサイト７０を用いることで達成される。この階層化ピ
クセルサイト７０において、光導電体３２と、コンデンサ３６と、変形集積回路６４とは
、基板７４の片側に形成された第１階層７２に配置される。変形集積回路６４は、放電回
路４０と比較回路４６とを含む。カウンタ回路４０は、基板７４の反対側に位置する集積
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回路材料の第２階層７６に移動される。この配置では、カウンタ回路に関連する集積回路
の大部分が基板の裏側に移されているため、ピクセルサイトの光導電体部分の占有率は大
幅に削減される。
【００１７】
　比較回路４６の出力からカウンタ４８の入力にイネーブル／ディスエーブル信号を伝達
する手段を提供する必要がある。この伝達はいくつかの異なる方法で実現できる。このた
め、集積回路６４の一部と集積回路層７６のセグメント６６とを、イネーブル／ディスエ
ーブル信号の伝達に利用する。図９の実施形態において、イネーブル状態とディスエーブ
ル状態の間の正と負の遷移は、容量結合部７８によって、コンデンサプレート７９ａと７
９ｂに挟まれた基板７４を介して正と負のパルスとして伝達される。この両極のパルスは
、カウンタ４８への印加の前段でピーク検出器８６によって検出される。図１０の実施形
態において、イネーブル／ディスエーブル遷移は、基板７４の反対側の集積回路に形成さ
れたコイル８０ａとコイル８０ｂの間の誘導結合によって伝達される。次に、これらのパ
ルスはピーク検出器８９によって検出されて、カウンタ４８に印加される。本実施形態の
特に好ましい形式において、前記誘導結合は、追加のコンデンサ８２ａ，８２ｂを利用す
ることで、異なる結合周波数に同調する。これにより、隣接するピクセルサイトを異なる
結合周波数に同調させることができ、隣接するピクセル間のクロストークを最小限に抑え
られる。図１１に示す更に他の実施形態において、比較回路出力とカウンタの間の結合は
、比較回路出力側のＲＦ回路８８とＲＦアンテナ９０ａから、カウンタ４８入力側の受信
アンテナ９０ｂとピーク検出器９２への通信によって実現される。
【００１８】
　本発明について、特定の好ましい実施形態を参照しながら詳細に説明したが、各種の変
更および修正も、本発明の精神および範囲内において有効であることは理解されるであろ
う。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】従来のデジタル放射線撮影システムを示す図である。
【図２】図１のシステムについての従来のピクセルサイトを示す側面図である。
【図３】図１のシステムのピクセルサイト配列の一部を示す図である。
【図４】本発明に係るデジタル放射線撮影パネルのピクセルサイトを示す図である。
【図５】図４のピクセルサイトの集積回路部分を示す概略回路図である。
【図６】本発明のデジタル放射線撮影パネルを示す図である。
【図７Ａ】本発明のデジタル放射線撮影システムの動作を説明するためのタイミング図で
ある。
【図７Ｂ】本発明のデジタル放射線撮影システムの動作を説明するためのタイミング図で
ある。
【図７Ｃ】本発明のデジタル放射線撮影システムの動作を説明するためのタイミング図で
ある。
【図７Ｄ】本発明のデジタル放射線撮影システムの動作を説明するためのタイミング図で
ある。
【図８Ａ】本発明のデジタル放射線撮影システムの動作を説明するためのタイミング図で
ある。
【図８Ｂ】本発明のデジタル放射線撮影システムの動作を説明するためのタイミング図で
ある。
【図８Ｃ】本発明のデジタル放射線撮影システムの動作を説明するためのタイミング図で
ある。
【図８Ｄ】本発明のデジタル放射線撮影システムの動作を説明するためのタイミング図で
ある。
【図８Ｅ】本発明のデジタル放射線撮影システムの動作を説明するためのタイミング図で
ある。
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【図９】本発明の代替実施形態に対応したピクセルサイトを示す側面図である。
【図１０】図９のピクセルサイトの分解図である。
【図１１】図９のピクセルサイトについての信号結合方式の代替実施形態を示す簡略回路
図である。
【図１２】図９のピクセルサイトについての信号結合方式の代替実施形態を示す簡略回路
図である。
【図１３】図９のピクセルサイトについての信号結合方式の代替実施形態を示す簡略回路
図である。
【符号の説明】
【００２０】
　１０　従来のデジタル放射線撮影システム
　１２　デジタル放射線撮影パネル
　１４　放射線撮影センサ
　１６　コンデンサ
　１７　ピクセルサイト
　１８　切り替え制御回路
　１９　導電体
　２０　固体スイッチ
　２２　読み出しライン
　３０　ピクセルサイト
　３２　光導電体
　３４　集積回路
　３６　コンデンサ
　３８　Ａ／Ｄ変換器
　４０　コンデンサ放電回路
　４２　ＦＥＴスイッチ
　４４　定電流源
　４６　比較回路
　４８　Ｎビットカウンタ
　５０　基準入力端子
　５２　放電回路出力端子
　６０　ＡＳＩＣ
　６２　ＲＡＭユニット
　７０　階層化ピクセルサイト
　７２　第１階層
　７４　基板
　７６　第２階層
　７８　容量結合
　７９ａ，ｂ　コンデンサプレート
　８０ａ，ｂ　コイル
　８２ａ，ｂ　同調コンデンサ
　８６　ピーク検出器
　８８　ＲＦ回路
　８９　ピーク検出器
　９０ａ，ｂ　ＲＦアンテナ
　９２　ピーク検出器
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